
地域住民への意見聴取について 

 

 

「国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針（案）」においては、計画のイメー

ジパースなどのイメージしやすい資料を公表した上で、地域住民からも意見や堤案を聴取す

ることとしている。 

地域住民への情報提供の手法としては、インターネットを用いたアンケート、ワークショ

ップ等の方法が考えられるが、慈尊院地区については、世界遺産があることや九度山町が真

田幸村の閑居の地であることなど、歴史的な景観保全を目的とした一定の取り組みが既に行

われていることから、和歌山県や九度山町に協力を仰ぎ周辺住民を対象としたパブリックコ

メントを活用した意見聴取を行う方法が候補として挙げられる。 

なお、「国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針（案）」においては、住民か

ら聴取された意見や提案について、必要に応じて「事業景観アドバイザー」に報告するとと

もに、景観検討への反映状況について公表する必要があるとされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営平城宮跡歴史公園におけるパブリックコメントの事例 
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